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奨
学
制
度
、
ア
ル
バ
イ
ト

　

一
九
二
一
（
大
正
十
）
年
十
二
月
十
一
日
、
上
野
精
養
軒
に
お

い
て
岡
野
敬
次
郎
の
教
授
在
職
満
二
十
五
年
記
念
祝
賀
会
が
行
わ

れ
た
。
こ
の
祝
賀
会
は
、
一
八
九
五
（
明
治
二
十
八
）
年
に
岡
野

が
東
京
帝
国
大
学
法
科
大
学
教
授
に
就
任
し
て
か
ら
満
二
十
五
年

と
な
る
の
を
記
念
し
て
開
催
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
岡
野
は

八
九
年
以
来
本
学
の
講
師
で
あ
り
、
ま
た
当
時
は
中
央
大
学
学
長

で
も
あ
っ
た
の
で
、
祝
賀
会
に
は
穂
積
陳
重
・
花
井
卓
蔵
を
は
じ

め
と
し
て
多
く
の
本
学
関
係
者
が
参
加
し
た
よ
う
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
で
岡
野
の
教
授
在
職
二
十
五
年
を
祝
賀
す
る
記
念
事

業
は
、
こ
の
祝
賀
会
の
ほ
か
に
も
、
岡
野
の
肖
像
画
三
面
の
贈

呈
、
記
念
論
文
集
の
発
行
、
岡
野
奨
学
会
の
設
立
と
い
っ
た
三

件
が
企
画
さ
れ
て
い
た
。
こ
れ
ら
の
事
業
を
実
現
す
る
た
め
、

二
二
五
人
の
発
起
人
（
う
ち
二
〇
人
が
実
行
委
員
）
よ
り
な
る
祝

賀
記
念
資
金
の
募
集
が
二
一
年
三
月
か
ら
開
始
さ
れ
て
お
り
、

『
学
士
会
月
報
』『
法
学
協
会
雑
誌
』『
国
家
学
会
雑
誌
』『
法
学

新
報
』
に
は
資
金
募
集
広
告
と
と
も
に
資
金
領
収
報
告
も
掲
載

さ
れ
た
。
一
〇
回
に
わ
た
る
領
収
報
告
に
よ
れ
ば
、
二
二
年
二
月

二
十
日
ま
で
に
の
べ
九
三
六
人
か
ら
醵き
ょ

金き
ん

が
あ
り
、
そ
の
総
額
は

四
万
九
、八
六
二
円
に
ま
で
な
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　

こ
の
記
念
資
金
は
、
祝
賀
会
の
諸
経
費
や
肖
像
画
調
製
の
謝
礼

お
よ
び
記
念
論
文
集
『
商
法
論
文
選
』
第
一
輯し
ゅ
うの
出
版
費
な
ど
に

一
部
使
用
さ
れ
た
が
、
岡
野
の
強
い
希
望
に
よ
り
、
そ
の
大
部
分

（
四
万
三
千
余
円
）
は
財
団
法
人
岡
野
奨
学
会
の
基
金
に
充
て
ら

れ
た
。

　

岡
野
奨
学
会
は
、
二
一
年
十
二
月
二
十
一
日
、
文
部
大
臣
よ
り

設
立
が
認
可
さ
れ
、
寄
付
行
為
の
目
的
と
し
て
東
京
帝
国
大
学
法

科
大
学
に
お
け
る
特
別
講
義
の
開
設
、
懸
賞
論
文
の
募
集
、
著
述

の
奨
励
お
よ
び
出
版
、
研
究
費
の
補
助
、
学
生
の
養
成
な
ど
を
掲

げ
る
財
団
法
人
で
あ
っ
た
。
こ
の
奨
学
会
は
東
京
帝
国
大
学
法
科

大
学
内
に
設
置
さ
れ
、
矢
野
恒
太
郎
・
山
田
三
良
・
美
濃
部
達
吉

の
三
人
の
理
事
と
井
上
準
之
助
以
下
二
五
人
の
評
議
員
で
運
営
さ

れ
た
よ
う
で
あ
る
。
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岡
野
奨
学
会
の
設
立

　

岡
野
奨
学
会
は
、
岡
野
の
東
京
帝
国
大
学
法
科
大
学
教
授
就
任

二
十
五
年
を
記
念
し
て
創
設
さ
れ
た
組
織
で
あ
り
、
所
在
地
も
同

大
学
内
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
同
大
学
法
科
大
学
学
生
へ
の
寄
付
行

為
の
み
を
目
的
と
し
て
い
た
か
に
み
ら
れ
が
ち
で
あ
る
が
、
実
際

は
本
学
の
出
身
者
や
在
学
生
も
さ
ま
ざ
ま
な
恩
恵
を
こ
う
む
っ
て

い
た
の
で
あ
る
。

　

ま
ず
岡
野
奨
学
会
が
最
初
に
行
っ
た
寄
付
行
為
は
、
英
吉
利

法
律
学
校
卒
業
生
で
あ
る
工
藤
武
重
の
著
作
『
明
治
憲
政
史
』

下
巻
に
対
す
る
出
版
補
助
で
あ
っ
た
。
出
版
補
助
が
決
定
さ
れ
た

経
緯
は
不
明
で
あ
る
た
め
推
測
の
域
を
出
な
い
が
、
純
粋
な
法
理

論
や
法
解
釈
と
は
異
質
の
著
作
に
わ
ざ
わ
ざ
岡
野
奨
学
会
の
最
初

の
寄
付
行
為
を
施
し
て
い
る
点
に
、
岡
野
の
本
学
に
対
す
る
心
遣

い
を
垣
間
見
た
思
い
が
す
る
の
で
あ
る
。
岡
野
は
二
五
年
十
二
月

二
十
三
日
に
死
去
し
て
い
る
の
で
、
存
命
中
の
寄
付
行
為
は
『
明

治
憲
政
史
』
下
巻
へ
の
出
版
助
成
一
件
だ
け
と
な
っ
た
。

　

岡
野
の
死
後
は
美
濃
部
が
岡
野
奨
学
会
の
代
表
者
に
な
っ
て
活

動
を
継
続
し
、岡
野
の
遺
稿
と
な
っ
た『
商
行
為
及
保
険
法
』や『
会

社
法
』
の
出
版
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
「
法
学
を
修
む
る
者
に
し

て
成
績
優
秀
、
思
想
堅
実
且
つ
学
費
豊
か
な
ら
ざ
る
学
生
」
に
対

し
て
月
額
二
〇
〜
三
〇
円
の
奨
学
資
金
の
供
与
を
開
始
し
、
本
学

は
毎
年
数
人
の
推
薦
を
許
可
さ
れ
た
。
岡
野
は
中
央
大
学
学
長
と

し
て
、
失
火
に
よ
り
全
焼
し
た
校
舎
・
図
書
館
の
復
興
、
お
よ
び

大
学
令
に
よ
る
中
央
大
学
へ
の
認
可
獲
得
な
ど
の
諸
活
動
に
尽
力

し
、
労
を
惜
し
ま
な
か
っ
た
が
、
そ
の
よ
う
な
岡
野
の
意
思
は
、

死
後
も
岡
野
奨
学
会
の
寄
付
行
為
と
し
て
継
承
さ
れ
て
い
っ
た
の

で
は
あ
る
ま
い
か
。
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